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１．産学官連携

※「企業学群」構想とは
岩手県立大学の鈴木学長の発案によるもので、滝沢市IPUイノベションセンター・パークに
参画する企業を、大学の学部・研究科と同等の「企業学群」と捉えて、企業や大学の相互
依存関係を促進する地理的な近さのメリットである情報の共有、相互の信頼関係や協調関
係を促すような集積拠点を実現しようとするものです。これにより、産学官連携による事
業共創やイノベーション創出、人材育成を目指しています。

ソフトウェア情報学部２年生の全学生を対
象とした授業「キャリアデザインⅠ」の中で、
ＩＰＵイノベーションセンター・パーク企業
の社員が、業務内容や自社でのやりがい等の
説明し、オフィスや普段はいることのできな
い研究室を案内することで、学生に専門性の
高い地元企業の魅力を知ってもらう機会とな
りました。

期間 5月28日～7月2日の毎週火曜日(全６回)

参加 171名

(１) 商工業分野

ソフトウェア情報学部3年生およびソフト
ウェア情報学研究科生を対象に企業が講師
を務める 4日間の集中講座を開講します。

今年度は、ＩＰＵイノベーションセン
ター・パーク企業5社がインターンシップを
受け入れ、実践 IT 人材育成や若者の地域定
着を目指します。

期間 8月19日（水）～22日（木）

参加 22名（予定）

① 岩手県立大学 キャリアデザインⅠ

② インターンシップ型連携授業

岩手県立大学の「企業学群」構想に基づき、産学官連携による新事業
を実施しています。
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２．市内商工業者の振興

滝沢市地域活性化起業人の目的の一つ
である「市内企業のＩＴ人材育成及び
ＩＴ化のサポート」のため、市内事業者
及び市商工会会員を対象に初心者向けの
Excel個別セミナーを開催し、職場の
ＩＴ化、業務の効率化を目指します。

①市内事業者向け Excel個別セミナー
（地域活性化起業人事業）

② チャグジョブ滝沢2024（第３回ＳＤＴｓデー）

第３回ＳＤＴｓデーの事業として、市内事業者への理解を深めるとと
もに、次世代の若者の地元定着に資するため、市内小学生を対象とした
職業体験イベントを、滝沢市、滝沢市商工会と滝沢市商工会青年部が共
同開催します。
開催日 10月20日（日）
開催場所 滝沢総合体育館
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共 催 滝沢市商工会
開催日 9月18日(水)、10月23日(水) 、11月27日(水)

※以降3月まで月1回開催予定



3．若者活躍の場づくり推進事業

① 産業分野地域おこし協力隊

令和３年より産業分野地域おこし協力隊として、新たな市産品の開発
に向けて活動をしてきた山田隊員が令和６年７月末をもって、３年間の
任期を満了しました。任期満了後も、滝沢市産ワインの醸造を目指し、
活動を続けられます。
滝沢市内で栽培しているブドウは、今年から収穫できる見込みで、来

年には、市内で栽培したブドウで造ったワインを販売する予定です。

② たきざわ若者交流事業

退任に伴う活動報告会
市内にある圃場

首都圏において、滝沢市出身者、盛岡大学及び岩手県立大学卒業生等
の滝沢市にゆかりのある方、滝沢市に興味関心のある首都圏在住者等を
対象に、若手人材の交流会を開催することにより、市とのネットワーク
を作りひいては将来の移住定住へと繋げることを目指します。

令和5年度 たきざわ×わかものTALK CAFÉ in 東京
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４．大学未来共創事業

① 滝沢ミライプロジェクト

若者が地域の方々とつながり、滝沢市へ愛着をもち、自らの視点を取
り入れ活躍する場を創出するため、大学生と高校生を対象とした「若者
と地域をつなぐプレゼンイベント」を開催します。

開催期間 10月～3月

② 学生アルバイト

大学を有する市として、学生の皆さんが、さまざまな市民や関係団体
とつながり、まちづくりや地域の活性化に関わる機会を設けるため、学
を会計年度任用職員として採用しています。
アルバイトを募集する業務を学生が自らの視点を取り入れ企画や運営

に関わることができる業務とすることで、学生が自ら企画・提案した事
業を実施することを目指します。

令和６年度採用状況

① 地域づくり推進課 １名
② 観光物産課 １名
③ 若者活躍推進室 １名
④ 都市政策課 １名
⑤ 総務課 １名
⑥ たきざわ魅力発信室 １名

• 岩手県立大学 ５名

• 盛岡大学 １名

内
訳
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１．農地中間管理事業

農地中間管理事業とは、農地中間管理機構が所有者と耕作者の間に入
る農地の貸借契約の仕組みです。
地域全体で機構を活用することで集約化が進み、担い手の効率的な営

農が可能となります。
市ではＲ３から地域ぐるみで取り組んでおり、市内１０地区のうち、

Ｒ３に１地区、Ｒ４に２地区、Ｒ５に３地区で取り組みました。
Ｒ６においても４地区において取り組んでいます。

新岩手農業協同組合の農家組合長を
中心に、各地域の各種農業団体の役員
から推進メンバーを決め、農業委員・
農地利用最適化推進委員とともに、事
業への取組について話し合いを進めて
います。

(２) 農林業分野

推進メンバーとの話し合いの内容を
もとに、市で各地域の対象者向けの全
体説明会を開催しました。事業への理
解と協力を呼び掛けています。

① 地域代表の推進メンバーとの話し合い

② 地域全体説明会
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２．滝沢スイカの販売促進

滝沢市の特産品の１つであるスイカの知名度の向上及び販路拡大のた
め、さまざまな取組を行っています。

8月11日に滝沢スイカまつりを開催し、
多くの方で大変にぎわいました。
今年度もたきざわ日曜朝市会と共同開催

したほか、新岩手農業協同組合、滝沢市商
工会、一般社団法人滝沢市観光物産協会と
共催しました。

・来場者数

Ｒ６：4,100名、Ｒ５：4,300名

① 滝沢スイカまつり

ファミリーマートやマックスバリュと連携し、店頭販売会を実施しま
した。滝沢スイカの知名度も上がってきており、売れ行きも好調でした。

② 民間企業との連携による販売会

滝沢ロボティクス（同）
による運搬体験
追尾型ロボがスイカ購入
者の車まで運搬

ファミリーマート月が丘店 マックスバリュ花巻店

【初競り式】
昨年度同様、２玉
７万円で落札され
ました。

【カービング教室】
「滝沢スイカ」のさらなる魅
力発信につなげるため、「食
べる」以外の見せ方をしてい
ます。

【重量当てクイズ】
盛岡北郵便局とタイアップし、
イベントを実施。当選者には
「滝沢スイカ」をプレゼント
しました。

【ちゃぐちゃぐスイカ】
R5ちゃぐちゃぐスイカ売上還
元の一環として、馬ふん提供
者の大坪昇氏に人参を提供し
ました。
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１．観光振興事業

滝沢市内にはチャグチャグ馬コに代表される人文系観光資源、
岩手山や鞍掛山をはじめとする自然系観光資源を活かしなが
ら、新たな観光資源の創出を目指しています。

観光資源の創出を目的に、パートナーである一般社団法人滝沢市観
光物産協会との連携・協働により、変化する社会情勢、観光ニーズの
高まり、多様化へ対応など市内観光資源を活用した魅力のある観光プ
ランの造成、交流人口増を目指します。

(３)観光物産分野

主な連携事業
• チャグチャグ馬コ関連行事の実施（写真撮影会、ふれあいまつり等）
• サイクルツーリズム事業
• ふるさと納税による地域資源振興事業
• 滝沢スイカ、滝沢はるかのブランド力の向上事業

みちのくの初夏を彩る伝統行事「チャグ
チャグ馬コ」は県内外より多くの観光客が訪
れ、本年は市内に約2.5万人が訪れ市を代表す
る観光行事となっていますが、馬主団体
「チャグチャグ馬コ同好会」に携わる関係者
の高齢化、出馬頭数、行事に使用する装束確
保が課題となっています。

市では課題解決策の一つの手法として、チ
馬コの継承を目的にふるさと納税制度を活用
したクラウドファンディングを実施し、全国
から多くの暖かいご寄附をいただきました。

① （一社）滝沢市観光物産協会との連携強化

② チャグチャグ馬コの保存・継承

実施内容
• 寄附受付額：１７０.２万円（目標額：1００万円）
• 実 施 期 間：４月４日から７月３日まで９１日間

寄附者の皆さんへお
礼のお手紙をお送り

しました。
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２．物産振興事業

滝沢市で生産された農産物、これを原材料とした商品、本市で
製造された商品の販売支援を行うとともに、市の特色を活かした
商品の開発の支援を行い、市への愛着の醸成を図り、併せてPR
活動を強化することで地域産業の活性化を図っています。

実施概要
• 会 場：ビックルーフ滝沢
• 開催予定：令和６年１１月下旬

① 滝沢市特産品開発連絡会

特産品の開発に取組む市内事業
者への持続可能な支援体制として、
滝沢市商工会、滝沢市観光物産協
会及び市で連携し「滝沢市特産品
開発連絡会」を組織。
物産振興に関わる３者の持って

いる情報や強みを持ちより、ふる
さと納税返礼品に登録することを
目標に、連携による新たな特産品
開発に向け取組を行います。

② 「たきざわ大地の恵み“まるっと晩さん会”」の開催

地域産品の消費拡大、認知度の向
上、郷土への愛着形成を図ることを
目的として、市内産食材を使用した
料理を囲んで生産者と飲食店関係者
の連携推進、商談機会創出イベント
「–たきざわ大地の恵み –まるっと
“晩さん会”」を昨年に引き続き開催
します。

令和５年度特産品開発振興事業補助金
を活用して完成した「滝沢西瓜蜜」
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